
展させるための基礎となるものを教育内容とする。

④ 看護師・保健師免許取得に係る科目は、上記科目内に配置する。

（3） 科目の体系及び各科目において身に付けるべき知識・技能・態度を明示するため、「基礎教育科目体系図」及び

「専門教育科目体系図」を作成する。

【２　教育方法】
（1） 「基礎教育科目」では、４年間を通じて、社会の構成員として求められる幅広い知識、態度・志向性を身に付け

る科目配置を行い、英語教育では習熟度別クラス編成を実施する。

（2） 「専門教育科目」では、講義・演習・実習等の授業形態を組み合わせた授業を実施するとともに、資格取得支援

に向け、課外講座等の活用を行う。

（3） シラバス（授業計画）には、卒業認定・学位授与の方針に基づく学修の到達目標、評価基準、授業内容、授業

外学修等を具体的に記載する。

（4）免許取得やキャリア形成などの学修目標に沿った養成する具体的な人材像に対応した履修モデルを設定する。

（5） 学生の主体的な学びを促進するため、参加型授業やフィールドワーク、授業外の積極的な学修などアクティブ

ラーニングを取り入れた教育方法を実践する。

【３　教育評価】
（1） 授業評価アンケートを実施し、個々の授業内容、授業方法の改善や組織全体として授業が円滑に運営されてい

るかどうかの検証を行う。

（2） 学生の事後学修レポートによる授業ごとの到達確認、さらに学期末の最終到達確認に基づく厳格な成績評価を

検証するとともに、全体としてGPA（科目の成績評価）制度を用いて学修成果を把握する。

（3） 学士力ルーブリック（学修成果を測るための評価基準表）を用いて、学生自身が学期末において自己の学修成

果のリフレクション（振り返り）を行う。

（4） 学修成果を間接的に把握するため、定期的に授業時間以外の学修状況や学修行動に関する調査を行い、学年進

行に伴う学生の成長変化や学修支援の評価を行う。

（5）学生が４年間の学修成果として獲得した知識、技能、態度等の身に付けた能力を、複数の教員により確認を行う。

（6）看護師・保健師としての免許取得状況を参考に、養成する人材教育の評価を行う。

１　授業科目一覧

カリキュラム表

●  必修科目　○ 　 選択科目

※ 保健師課程履修者　必修科目

単位数

授業形態

1年 2年 3年 4年
1～3年次
進級
要件

区　　分 授　業　科　目 配当年次 必
修
選
択

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

卒 業 要 件

回数

基

礎

教

育

科

目

学習力の
養成

初年次セミナー（学習の目的と技術） 8 1前 1 講義＋演習 ●

●18単位

※1

−
●

利他共生 8 1前 1 講義 ● ●

思考力の
養成

情報リテラシー 15 1前 1 講義＋演習 ●

※
１
～
※
４
の
内「
人
間
の
理
解
」・「
社
会
の
理
解
」・「
国
際
の
理
解
」選
択
１
単
位
と
は
別
に
選
択
科
目
か
ら
１
単
位

●
データリテラシー 15 1後 1 講義＋演習 ● ●
統計分析法 15 2前 1 講義＋演習 ○
問題解決法 15 3後 1 講義＋演習 ● ●
創造思考法 15 4後 1 講義＋演習 ●

表現力の
養成

コミュニケーション英語Ⅰ（基礎） 15 1前 1 講義＋演習 ● ●
コミュニケーション英語Ⅱ（応用） 15 1後 1 講義＋演習 ● ●
コミュニケーション英語Ⅲ（実践） 15 2前 1 講義＋演習 ● ●
コミュニケーション英語Ⅳ（実践） 15 2後 1 講義＋演習 ○
表現技法Ⅰ（読解・分析） 15 1前 1 講義＋演習 ● ●
表現技法Ⅱ（作文・論文） 15 1後 1 講義＋演習 ● ●
表現技法Ⅲ（発表・討論） 15 2前 1 講義＋演習 ● ●
表現技法Ⅳ（企画・立案） 15 2後 1 講義＋演習 ○
表現技法Ⅴ（プレゼンテーション） 15 3前 1 講義＋演習 ○

人間力の
養成

自己管理と社会規範 8 1前 1 講義＋ＦＷ ● ●
チームワークとリーダーシップ 8 1後 1 講義＋演習 ● ●
地域活動と社会貢献 8 4前 1 講義＋ＦＷ ● ●
他者理解と信頼関係 8 4後 1 講義＋演習 ● ●

社会力の
養成

社会的・職業的自立Ⅰ 8 2前 1 講義＋ＦＷ ● ●
社会的・職業的自立Ⅱ 8 2後 1 講義＋演習 ● ●

人
間
の
理
解

人間心理と人間行動 8 1・2・3・4前後 1 講義＋演習 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○1単位

※2

現代家族と育児介護 8 1・2・3・4前後 1 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
健康管理と身体活動 8 1・2・3・4前後 1 講義＋実技 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
スポーツと運動科学 8 1・2・3・4前後 1 講義＋演習 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本社会と歴史文化 8 1・2・3・4前後 1 講義＋ＦＷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
生命科学と物理化学 8 1・2・3・4前後 1 講義＋実験 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社
会
の
理
解

情報社会とデータサイエンス 8 1・2・3・4前後 1 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○1単位

※3

法律社会と法律問題 8 1・2・3・4前後 1 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
福祉政策と福祉制度 8 1・2・3・4前後 1 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本国家と政治行政 8 1・2・3・4前後 1 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
経済構造と経済政策 8 1・2・3・4前後 1 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
現代医療と生命倫理 8 1・2・3・4前後 1 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国
際
の
理
解

国際社会と国際問題 8 1・2・3・4前後 1 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○1単位

※4

世界宗教と民族問題 8 1・2・3・4前後 1 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
世界動向と国際貢献 8 1・2・3・4前後 1 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際平和と安全保障 8 1・2・3・4前後 1 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際関係と日本外交 8 1・2・3・4前後 1 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
地球環境と環境対策 8 1・2・3・4前後 1 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専

門

基

礎

科

目

人間関係
の理解

人間関係学 15 1前 2 講義 ●
●5単位

【
専
門
基
礎
科
目
】又
は【
看
護
専
門
科
目
】か
ら
選
択
科
目（
○
）４
単
位
以
上

●
対人関係援助論Ⅰ 15 2前 2 講義 ● ●
対人関係援助論Ⅱ 8 2後 1 講義 ● ●

健
康
支
援
と
社
会
保
障

保健医療統計学 15 3前 2 講義 ●

●7単位

●
社会福祉概論 8 1後 1 講義 ● ●
地域福祉論 15 1～4前 2 講義 ● ● ● ●
公衆衛生学 8 1後 1 講義 ● ●
※疫学 15 2後 2 講義 ○
保健医療福祉行政論Ⅰ 8 2後 1 講義 ● ●
※保健医療福祉行政論Ⅱ 15 2後 2 講義 ○
※日本国憲法 15 4前 2 講義 ○

人体の構造
と機能・疾病
の成り立ち
と回復の促進

生化学 15 1前 2 講義 ●

●16単位

●
人体の構造と機能Ⅰ 8 1前 1 講義 ● ●
人体の構造と機能Ⅱ 15 1前 1 講義 ● ●
人体の構造と機能Ⅲ 8 1後 1 講義 ● ●
人体の構造と機能Ⅳ 15 1後 1 講義 ● ●
病態学（医学概論・病理学・症候学） 15 1後 2 講義 ● ●
臨床病態学Ⅰ（循環器・放射線・麻酔・眼科） 15 2前 1 講義 ● ●
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※ 保健師課程履修者　必修科目

単位数

授業形態

1年 2年 3年 4年
1～3年次
進級
要件

区　　分 授　業　科　目 配当年次 必
修
選
択

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

卒 業 要 件

回数

専
門
基
礎
科
目

人体の構造
と機能・疾病
の成り立ち
と回復の促進

臨床病態学Ⅱ（血液・呼吸器内科・呼吸器外科・整形外科・リバビリテーション概論） 15 2前 1 講義 ●

●16単位

【
専
門
基
礎
科
目
】又
は【
看
護
専
門
科
目
】か
ら
選
択
科
目（
○
）４
単
位
以
上

●
臨床病態学Ⅲ（神経・代謝と内分泌・耳鼻科）15 2後 1 講義 ● ●
臨床病態学Ⅳ（腎臓・消化器・口腔外科） 15 2後 1 講義 ● ●
臨床薬理学 15 2前 2 講義 ● ●
臨床微生物学と免疫学 15 1後 2 講義 ● ●

看

護

専

門

科

目

基
礎
看
護
学

看護学入門 15 1前 2 講義 ●

●11単位

●
生活行動援助論 15 2後 1 講義 ● ●
診断・治療援助論 30 1後 2 講義 ● ●
看護過程Ⅰ(講義) 8 2前 1 講義 ● ●
看護過程Ⅱ(演習) 8 2後 1 演習 ● ●
フィジカルアセスメント 15 2前 1 講義 ● ●
基礎看護学演習 8 3前 1 講義 ● ●
看護倫理 8 3前 1 講義 ● ●
看護管理論 8 4前 1 講義 ●

地域・在宅
看護論

健康生活支援論 30 2前 2 講義 ●
●6単位

●
在宅看護論Ⅰ 15 2後 2 講義 ● ●
在宅看護論Ⅱ 15 3前 2 講義 ● ●

成人看護学
成人看護学概論 15 1後 2 講義 ●

●6単位
●

成人看護援助論Ⅰ（慢性期・がん緩和ケア） 30 2後 2 講義 ● ●
成人看護援助論Ⅱ（急性期・リハビリテーションケア） 30 3前 2 講義 ● ●

老年看護学
老年看護学概論 8 2前 1 講義 ●

●4単位
●

老年看護援助論Ⅰ（高齢者生活支援） 8 2後 1 講義 ● ●
老年看護援助論Ⅱ（高齢者健康支援） 15 3前 2 講義 ● ●

小児看護学
小児看護学概論 8 2前 1 講義 ●

●4単位
●

小児看護援助論Ⅰ（アセスメント・対症看護） 15 2後 1 講義 ● ●
小児看護援助論Ⅱ（臨床看護実践） 30 3前 2 講義 ● ●

母性看護学
母性看護学概論 8 2前 1 講義 ●

●4単位
●

母性看護援助論Ⅰ（ライフサイクル・妊娠） 8 2後 1 講義 ● ●
母性看護援助論Ⅱ（分娩・産褥・新生児） 30 3前 2 講義 ● ●

精神看護学
精神看護学概論 8 1後 1 講義 ●

●4単位
●

精神看護援助論Ⅰ(精神保健看護) 15 2後 1 講義 ● ●
精神看護援助論Ⅱ(精神保健看護実践) 30 3前 2 講義 ● ●

公
衆
衛
生
看
護
学

公衆衛生看護学概論 15 2前 2 講義 ●

●2単位

●
※公衆衛生看護活動論 15 2後 2 講義 ○
※公衆衛生看護展開論Ⅰ 15 2後 2 講義 ○
※公衆衛生看護展開論Ⅱ 15 3前 2 講義 ○
※公衆衛生看護管理論 8 4前 1 講義 ○
※学校保健活動論 8 3前 1 講義 ○
※産業保健活動論 8 3前 1 講義 ○

臨
地
実
習

基礎看護学実習Ⅰ（看護を知る） − 1前 1 実習 ●

●23単位

●
基礎看護学実習Ⅱ（地域で暮らす人々との共生） − 2前 2 実習 ● ●
基礎看護学実習Ⅲ（看護職者に学ぶ共生） − 2後 1 実習 ● ●
基礎看護学実習Ⅳ（看護実践場面における共生） − 3前 2 実習 ● ●
成人看護学実習 − 3後 4 実習 ● ●
老年看護学実習 − 3後 2 実習 ● ●
母性・小児看護学実習 − 3後 4 実習 ● ●
精神看護学実習 − 3後 2 実習 ● ●
在宅看護学実習 − 3後 2 実習 ● ●
※公衆衛生看護基礎実習 − 3後 2 実習 ○
※公衆衛生看護展開実習 − 4後 3 実習 ○
統合実習 − 4前 3 実習 ●

看
護
発
展
科
目

専門職連携
の基礎

保健医療と福祉の連携Ⅰ（チーム医療） 8 1前 1 講義 ●
●2単位

●
保健医療と福祉の連携Ⅱ（多職種連携） 8 4前 1 講義 ●

看護を
発展させる

基礎

研究方法論 15 4前 1 講義 ●
卒業研究 15 4後 1 演習 ●
※国際看護論 8 4前 1 講義 ○
※災害看護 8 4前 1 講義 ○
エンドオブライフケア 8 4後 1 講義 ○
仏教と看護 8 4前 1 講義 ●

4単位以上
●3単位
○1単位以上

２　実習の構成と実習履修までに必要な科目（看護学科）

１） 臨地実習は、基礎実習（１年次・２年次）、専門領域実習（３年次）、統合実習（４年次）の順に段階的に実施します。

不可となった場合は原則として、次の段階の実習はできません。

２） 基礎看護学実習Ⅰ（看護を知る）及び基礎看護学実習Ⅱ（地域で暮らす人々との共生）の履修が修了していなければ、

基礎看護学実習Ⅲ（看護職者に学ぶ共生）は履修できません。

３）基礎看護学実習Ⅲ（看護職者に学ぶ共生）及び基礎看護学実習Ⅳ（看護実践場面における共生）の履修が修了して

いなければ、３年次後学期の専門領域実習は履修できません。

４）原則として専門領域実習が修了していなければ、統合実習は履修できません。

５）臨地実習を履修するには、履修当該年度の前学期までに、履修及び単位の取得が完了しなければならない科目が

あります。その必修科目は、以下の通りです。

臨地実習を履修するために必要とする必修科目

履修
年次 実 習 科 目 実習履修までに単位取得の必要な科目 実習履修年次に

履修が必要な科目

１年次 基礎看護学実習Ⅰ（看護を知る） なし なし

２年次

基礎看護学実習Ⅱ（地域で暮らす人々との共生） なし なし

基礎看護学実習Ⅲ（看護職者に学ぶ共生）
老年看護学概論、小児看護学概論、母性看護学概
論、公衆衛生看護学概論、基礎看護学実習Ⅱ（地
域で暮らす人々との共生）

在宅看護論Ⅰ

３年次

基礎看護学実習Ⅳ（看護実践場面における共生） なし なし

成人看護学実習 成人看護援助論Ⅱ

基礎看護学実習Ⅳ
（看護実践場面における共生）

なし

老年看護学実習 老年看護援助論Ⅱ なし

母性・小児看護学実習 母性看護援助論Ⅱ
小児看護援助論Ⅱ なし

精神看護学実習 精神看護援助論Ⅱ なし

在宅看護学実習 在宅看護論Ⅱ なし

４年次 統合実習 原則としてすべての専門領域実習（必修科目） なし

※「看護学科　臨地実習に関する規程」を確認してください（P.139）。

６）臨地実習の履修に関る用語

① 補習実習：出席時間数が５分の４以上であっても、欠席日の実習が必要不可欠である場合に行う実習。

② 追実習：各実習期間において、「病気などのやむを得ない事由」により出席が５分の４未満で、その科目の単位認

定者が特に認めた場合に、必要な手続きを経て行う実習。

手続き等については、「看護学科　臨地実習に関する規程」を確認してください（P.139）。なお、手続き期間内

に事由が解消しない場合には相談してください。

※ 追実習の対象は、４単位を上限とし、これを超えた場合はすべて再履修となります。

※ 追実習の対象とならない場合には、再履修となります。

３　学生の臨地実習等の安全対策に関する申し合わせ（看護学科）

① 感染予防のための取り決め

麻疹、水痘、流行性耳下腺炎、風疹について実習前に免疫を獲得していること。QFT検査等による結核への感染

の有無を１年次の実習前に終えてください。さらに、２年次後学期の実習開始までにＢ型肝炎予防接種とその抗

体獲得が必要です。なお、各学年においてインフルエンザ予防接種の証明がないと履修できない実習科目・施設

がありますので、指示に従ってください。

流行性角結膜炎、小児感染症、感染性胃腸炎、インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）など

感染性疾患に罹患した場合は、他者への感染の危険性がなくなるまで臨地実習を休止とします。詳細は「健康管
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